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(57)【要約】
【課題】洗浄消毒のためにピストン体から押し込み操作
ボタンを外した時にコイルスプリングを紛失し難く、洗
浄消毒後には使用可能な状態に容易に組み立てることが
できる内視鏡の配管接続切換装置を提供すること。
【解決手段】押し込み操作ボタン２５がピストン体１５
の突端から外された状態の時に、コイルスプリング２８
の一端を押し込み操作ボタン２５から分離されないよう
に押し込み操作ボタン２５に係止するスプリング係止手
段３０が設けられている。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体が通される複数の配管が接続されたシリンダ体と、上記シリンダ体内に軸線方向に
進退自在に配置されたピストン体と、上記ピストン体を上記シリンダ体から抜け出す方向
に付勢するコイルスプリングと、上記ピストン体を上記コイルスプリングの付勢力に抗し
て上記シリンダ体内に入る方向に押し込み操作するために上記ピストン体の突端部に着脱
自在に取り付けられた押し込み操作ボタンとを備え、上記ピストン体の軸線方向移動位置
の相違によって上記複数の配管の接続状態が変化するように構成された内視鏡の配管接続
切換装置であって、
　上記押し込み操作ボタンを上記ピストン体の突端から外すことにより上記コイルスプリ
ングが上記ピストン体から外れるように構成された内視鏡の配管接続切換装置において、
　上記押し込み操作ボタンが上記ピストン体の突端から外された状態の時に、上記コイル
スプリングの一端を上記押し込み操作ボタンから分離されないように上記押し込み操作ボ
タンに係止するスプリング係止手段が設けられていることを特徴とする内視鏡の配管接続
切換装置。
【請求項２】
　上記スプリング係止手段がＥリング又はＣリングであり、上記押し込み操作ボタンに形
成されたリング取り付け溝に上記Ｅリング又はＣリングが嵌め込まれることにより、上記
コイルスプリングの一端が上記押し込み操作ボタンに係止されている請求項１記載の内視
鏡の配管接続切換装置。
【請求項３】
　上記ピストン体が、上記シリンダ体の内周部に直接嵌合して軸線方向に進退自在な筒状
の外側ピストン体内に軸線方向に進退自在に嵌合する棒状の内側ピストン体である請求項
１又は２記載の内視鏡の配管接続切換装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の配管接続切換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の配管接続切換装置は一般に、流体が通される複数の配管が接続されたシリンダ
体と、そのシリンダ体内に軸線方向に進退自在に配置されたピストン体と、そのピストン
体をシリンダ体から抜け出す方向に付勢するコイルスプリングと、ピストン体をコイルス
プリングの付勢力に抗してシリンダ体内に入る方向に押し込み操作するための押し込み操
作ボタンとを備えている。
【０００３】
　そして、ピストン体の軸線方向移動位置の相違によって複数の配管の接続状態が変化す
るように構成されて、待機状態の時には、加圧空気がピストン体の軸線位置に形成された
通気孔を通って大気に放出されるようになっている。
【０００４】
　しかし、送気されるのが空気以外の例えば炭酸ガス等のようなガスの場合には、待機状
態の時にガスが大気に放出されないようにするために、シリンダ体の内周部に直接嵌合し
て軸線方向に進退自在な筒状の外側ピストン体と、その外側ピストン体内に嵌合して軸線
方向に進退自在な棒状の内側ピストン体とが設けられて、その各々にコイルスプリングと
押し込み操作ボタンが取り付けられている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開昭５７－１０３６２１　第７図
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　内視鏡を洗浄消毒する際には、配管接続切換装置の内部等もくまなく洗浄消毒する必要
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がある。そのためには、ピストン体をシリンダ体から抜き出す必要があり、外側ピストン
体と内側ピストン体とが設けられている場合には、さらに内側ピストン体を外側ピストン
体から抜き出す必要がある。
【０００６】
　ただし、内側ピストン体を外側ピストン体から抜き出すためには、押し込み操作ボタン
を内側ピストン体の突端から外す必要があり、押し込み操作ボタンを内側ピストン体の突
端から外すと、押し込み操作ボタンと内側ピストン体との間に装着されているコイルスプ
リングも押し込み操作ボタンと内側ピストン体から外れてしまう。
【０００７】
　すると、洗浄消毒後に配管接続切換装置を組み立てる作業がドクターやオペレータにと
って難しくなるだけでなく、コイルスプリングは転がり易くて紛失し易いため、洗浄消毒
後に内視鏡が使用不能になってしまう場合がある。
【０００８】
　本発明は、洗浄消毒のためにピストン体から押し込み操作ボタンを外した時にコイルス
プリングを紛失し難く、洗浄消毒後には使用可能な状態に容易に組み立てることができる
内視鏡の配管接続切換装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の配管接続切換装置は、流体が通される複
数の配管が接続されたシリンダ体と、そのシリンダ体内に軸線方向に進退自在に配置され
たピストン体と、そのピストン体をシリンダ体から抜け出す方向に付勢するコイルスプリ
ングと、ピストン体をそのコイルスプリングの付勢力に抗してシリンダ体内に入る方向に
押し込み操作するためにピストン体の突端部に着脱自在に取り付けられた押し込み操作ボ
タンとを備え、ピストン体の軸線方向移動位置の相違によって複数の配管の接続状態が変
化するように構成された内視鏡の配管接続切換装置であって、押し込み操作ボタンをピス
トン体の突端から外すことによりコイルスプリングがピストン体から外れるように構成さ
れた内視鏡の配管接続切換装置において、押し込み操作ボタンがピストン体の突端から外
された状態の時に、コイルスプリングの一端を押し込み操作ボタンから分離されないよう
に押し込み操作ボタンに係止するスプリング係止手段が設けられているものである。
【００１０】
　なお、スプリング係止手段がＥリング又はＣリングであり、押し込み操作ボタンに形成
されたリング取り付け溝にＥリング又はＣリングが嵌め込まれることにより、コイルスプ
リングの一端が押し込み操作ボタンに係止されていてもよい。
【００１１】
　また、ピストン体が、シリンダ体の内周部に直接嵌合して軸線方向に進退自在な筒状の
外側ピストン体内に軸線方向に進退自在に嵌合する棒状の内側ピストン体であってもよい
。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、押し込み操作ボタンがピストン体の突端から外された状態の時に、コ
イルスプリングの一端を押し込み操作ボタンから分離されないように押し込み操作ボタン
に係止するスプリング係止手段が設けられていることにより、洗浄消毒のために分解して
もコイルスプリングを紛失し難く、洗浄消毒後には使用可能な状態に容易に組み立てるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　流体が通される複数の配管が接続されたシリンダ体と、そのシリンダ体内に軸線方向に
進退自在に配置されたピストン体と、そのピストン体をシリンダ体から抜け出す方向に付
勢するコイルスプリングと、ピストン体をそのコイルスプリングの付勢力に抗してシリン
ダ体内に入る方向に押し込み操作するためにピストン体の突端部に着脱自在に取り付けら
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れた押し込み操作ボタンとを備え、ピストン体の軸線方向移動位置の相違によって複数の
配管の接続状態が変化するように構成された内視鏡の配管接続切換装置であって、押し込
み操作ボタンをピストン体の突端から外すことによりコイルスプリングがピストン体から
外れるように構成された内視鏡の配管接続切換装置において、押し込み操作ボタンがピス
トン体の突端から外された状態の時に、コイルスプリングの一端を押し込み操作ボタンか
ら分離されないように押し込み操作ボタンに係止するスプリング係止手段が設けられてい
る。
【実施例】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は内視鏡を示しており、可撓性の挿入部１の基端に操作部２が連結され、送気送水
操作を行うための送気送水操作弁１０（配管接続切換装置）が操作部２に配置されている
。また、図示されていないビデオプロセッサに接続されるコネクタ部３に給気給水口金４
が配置されている。
【００１５】
　図３は送気送水操作弁１０を示しており、底部が塞がれて口元が操作部２の外面に開口
するシリンダ体１１が、固定ナット１２で操作部２に固定的に取り付けられている。シリ
ンダ体１１には、流体を通すために内視鏡内に設けられた配管５～８が接続されている。
【００１６】
　５と６は、他端側が給気給水口金４に接続された給気用配管と給水用配管であり、給気
用配管５には給気給水口金４側から例えば炭酸ガスが送り込まれ、給水用配管６には給気
給水口金４側から水が送り込まれる。７と８は、他端側が挿入部１の先端において外部に
開口する送気用配管と送水用配管である。
【００１７】
　シリンダ体１１内には、筒状の外側ピストン体１３が軸線方向に進退自在に直接嵌合す
る状態に嵌挿されている。外側ピストン体１３の外周面には給水用配管６と送水用配管８
との連通状態を切り換えるための溝１４が形成されると共に、シール用のＯリングが複数
取り付けられている。
【００１８】
　また、外側ピストン体１３の軸線位置に形成された貫通孔には、棒状の内側ピストン体
１５（請求項１のピストン体）が軸線方向に進退自在に嵌挿されている。シリンダ体１１
の奥側に位置する内側ピストン体１５の端部付近には、給気用配管５と送気用配管７の連
通状態を切り換えるための連通孔１６が形成されると共に、シール用のＯリングが複数取
り付けられている。
【００１９】
　１８は、外側ピストン体１３とそれに組み付けられている部材からなるユニットをシリ
ンダ体１１に固定している止め環であり、その基端部分に形成された係止爪１９部分を弾
性変形させて固定ナット１２に対し係脱させることができる。また、止め環１８は、外側
ピストン体１３がシリンダ体１１内から一定以上抜け出すのを阻止するストッパにもなっ
ている。
【００２０】
　外側ピストン体１３の突端部には、一対の受け口金２０，２１が螺合して取り付けられ
ていて、外側ピストン体１３の口元周辺をカバーするキャップ状カバー２２がその一対の
受け口金２０，２１によって外側ピストン体１３の口元部に固定されている。
【００２１】
　また、受け口金２０と止め環１８との間に第１のコイルスプリング２３が圧縮された状
態で配置されていて、外側ピストン体１３をシリンダ体１１内から外方に飛び出す方向に
常に付勢している。したがって、外側ピストン体１３は押し込み操作をすることによりシ
リンダ体１１内に潜る方向に移動するが、その操作を止めれば第１のコイルスプリング２
３の付勢力によって図３に示される待機状態に戻される。
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【００２２】
　２５は、内側ピストン体１５（及び外側ピストン体１３）を押し込み操作するための押
し込み操作ボタンであり、茸状に形成された押し込み操作ボタン２５の軸部から突出形成
された先太りの係合突起２６が、内側ピストン体１５の突端に形成された括れ孔状の係合
孔２７にクリック係合することで、押し込み操作ボタン２５が内側ピストン体１５に対し
て着脱自在に取り付けられている。
【００２３】
　この構成においては、スリットで縦方向に複数に分割されている係合突起２６を弾性変
形させることで、係合突起２６を係合孔２７に対して係脱させることができる。ただし、
押し込み操作ボタン２５が内側ピストン体１５に対して着脱自在であれば、押し込み操作
ボタン２５を螺合その他の手段で内側ピストン体１５に取り付けてもよい。
【００２４】
　また、押し込み操作ボタン２５の傘状部分の裏面と受け口金２１との間に第２のコイル
スプリング２８（請求項１のコイルスプリング）が圧縮された状態で配置されていて、内
側ピストン体１５を外側ピストン体１３内から外方に飛び出す方向に常に付勢している。
したがって、内側ピストン体１５は押し込み操作ボタン２５を押し込み操作をすることに
より外側ピストン体１３内に潜る方向に移動するが、その操作を止めれば第２のコイルス
プリング２８の付勢力によって図３に示される待機状態に戻される。
【００２５】
　なお、内側ピストン体１５が外側ピストン体１３内から外方に抜け出すのを阻止するス
トッパはシリンダ体１１内の奥に位置する内側ピストン体１５の端部に形成されている。
また、第２のコイルスプリング２８のばね定数は第１のコイルスプリング２３のばね定数
より格段に小さく形成されている。
【００２６】
　３０は、第２のコイルスプリング２８の一端を、押し込み操作ボタン２５から分離され
ないように、押し込み操作ボタン２５の裏面位置の軸部の付け根部分に係止するＥリング
（スプリング係止手段）である。Ｅリング３０は板ばね材によって、例えば図４に示され
るように、大きな切れ口部３１を有する環状に形成され、内方に向かう凸部が３ヵ所に形
成されている。
【００２７】
　図３に示されるように、Ｅリング３０は押し込み操作ボタン２５の軸部に全周にわたっ
て形成された円周溝状のリング取り付け溝２９に嵌め込まれており、それによって、第２
のコイルスプリング２８の端部の座巻部が押し込み操作ボタン２５の傘状部とＥリング３
０との間に挟み込まれた状態になって、押し込み操作ボタン２５から離脱できないように
係止されている。
【００２８】
　第２のコイルスプリング２８の螺旋状部分はＥリング３０の切れ口部３１を通過してい
て、Ｅリング３０が第２のコイルスプリング２８の伸縮動作を妨げないようになっている
。なお、Ｅリング３０に代えて、図５に示されるような内方に突起のないＣリング３０′
等を用いてもよい。
【００２９】
　このように構成された実施例の送気送水操作弁１０は、図３に示される待機状態では、
給気用配管５と送気用配管７との間及び給水用配管６と送水用配管８との間が共に塞がれ
ていて、送気用配管７と送水用配管８に対して送気も送水も行われない。また、大気への
放出も発生しない。
【００３０】
　そして、図６に示されるように押し込み操作ボタン２５が第２のコイルスプリング２８
の付勢力に抗して押し込み操作されると、第２のコイルスプリング２８が圧縮されて内側
ピストン体１５が外側ピストン体１３内に潜る方向に移動し、給気用配管５と送気用配管
７とが連通する送気状態になって、炭酸ガスが送気用配管７を通って送り出される。
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【００３１】
　また、図７に示されるように、押し込み操作ボタン２５がさらに強く押し込み操作され
ると、第２のコイルスプリング２８だけでなく第１のコイルスプリング２３も圧縮されて
外側ピストン体１３がシリンダ体１１内に潜る方向に移動し、給気用配管５と送気用配管
７との間が塞がれると共に、給水用配管６と送水用配管８とが連通する送水状態になって
、水が送水用配管８を通って送り出される。そして、押し込み操作ボタン２５を押し込む
操作を止めれば、図３に示される待機状態に戻る。
【００３２】
　内視鏡検査が終わって内視鏡の洗浄消毒が行われる際には、係止爪１９を弾性変形させ
て止め環１８を固定ナット１２から外すことにより、図８に示されるように、外側ピスト
ン体１３と内側ピストン体１５が、各々のコイルスプリング２３，２８や押し込み操作ボ
タン２５等と一体となったユニットとしてシリンダ体１１から取り外される。
【００３３】
　そこで、図１に示されるように、係合突起２６を弾性変形させて係合孔２７との係合を
解いて押し込み操作ボタン２５を内側ピストン体１５の突端から外すと、第２のコイルス
プリング２８も内側ピストン体１５から外れるが、第２のコイルスプリング２８の一端が
Ｅリング３０により押し込み操作ボタン２５に分離されないように係止されているので、
第２のコイルスプリング２８は常に押し込み操作ボタン２５に取り付いた状態を保ち、第
２のコイルスプリング２８を紛失するおそれがない。そして、洗浄消毒後にはユーザーで
あるドクターやオペレータが送気送水操作弁１０を使用可能な状態に容易に組み立てるこ
とができる。
【００３４】
　なお、押し込み操作ボタン２５が内側ピストン体１５から取り外されると、図９に示さ
れるように、内側ピストン体１５を外側ピストン体１３内から抜き出すことができ、内側
ピストン体１５の洗浄消毒や、図１０に示されるように洗浄用ブラシ５０による外側ピス
トン体１３の貫通孔のブラッシング清掃等を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施例の送気送水操作弁の部分分解状態の側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の全体構成の外観図である。
【図３】本発明の実施例の送気送水操作弁の待機状態の側面断面図である。
【図４】本発明の実施例の送気送水操作弁に用いられるＥリングの斜視図である。
【図５】本発明の実施例の送気送水操作弁に用いられるＣリングの斜視図である。
【図６】本発明の実施例の送気送水操作弁の送気状態の側面断面図である。
【図７】本発明の実施例の送気送水操作弁の送水状態の側面断面図である。
【図８】本発明の実施例の送気送水操作弁の部分分解状態の側面断面図である。
【図９】本発明の実施例の送気送水操作弁の内側ピストン体が外側ピストン体から抜き出
された状態の側面断面図である。
【図１０】本発明の実施例の送気送水操作弁の外側ピストン体がブラッシング清掃される
状態の側面断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　５　給気用配管（配管）
　６　給水用配管（配管）
　７　送気用配管（配管）
　８　送水用配管（配管）
　１０　送気送水操作弁（配管接続切換装置）
　１１　シリンダ体
　１３　外側ピストン体
　１５　内側ピストン体（ピストン体）
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　２５　押し込み操作ボタン
　２８　第２のコイルスプリング（コイルスプリング）
　２９　リング取り付け溝
　３０　Ｅリング（スプリング係止手段）
　３０′　Ｃリング（スプリング係止手段）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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